
 

2011 年に自動償還払い制度で手続きの簡素化を実現しま 
したが、医療費はいったん支払う仕組みで、子育て世帯にはまだ
まだ負担でした。公明党の粘り強い取り組みで、10 月から窓口で
医療費を支払う事無く受診が可能になります。（就学前児童対象） 

 

教

育 育 

2017 年より県が 1/2 予算を措置することが決ま
り、不妊治療、小児慢性特定疾病も対象に！石垣市
から始まった渡航費支援が県内他離島にも拡大！ 

■がん・難病患者の渡航費支援を実現！ 

■前立腺がん１コイン（500円）での検診導入！ 

自覚症状が無く、早期発見が難しい前立腺がんの検診
の重要性を訴え、特定健診時に１コイン（500 円）の
自己負担のみで検査可能に！※50 歳～64 歳の方対象。 

■ＡＥＤの普及･促進！ 

議会でＡＥＤの重要性と普及促進を強
く提案！（消防署員の積極的な取り組み 

  や民間の協力で設置拡大） 

市役所2階会議室で行われていた期日前投票を市民が利用しやすい市民
会館展示ホールへの移設を提案。現在、市営野球場会議室を使用するな
ど車いすでも利用しやすい環境に改善！ 

■市ＨＰ上バナー広告で財源確保！ 

■期日前投票所の移設実現 

石垣市ホームページ上の有料広告（バナー広告）実施」を提案。
2009 年から実現！ 

国内の学生だけを対象にしてい
た市奨学金の貸付対象枠を海外
留学生まで広げました。 

■石垣市奨学金貸付制度を 
海外留学生にも適応！ 

島嶼国や沿岸災害被災国を含む計25カ国の海外の生徒ら
174 人が宮古島と石垣島の 2 カ所に分かれ、地元高校生
と防災について学んだ。 

■「世界津波の日2017高校生サミット in沖縄」 

石垣島開催を実現！ 

「3 人を下限とする生徒が必要」
との県の特別支援学級設置要綱
により、生徒数の少ない北西部の
中学校では障害があっても市街
地の大規模中学校に通わなけれ
ばいけませんでした。住み慣れた
地域、顔なじみの生徒たちと学校
生活を送れるよう、県要綱の変更
を訴えた結果、北西部の中学校に
特別支援学級の設置を実現する
ことができました！ 

■北部中学校の特別支援 
学級設置における条件 
緩和を実現！ 

北西部地域でも放課後の子供たちの居場所が必要との要望を受
け、運営費となる補助金を前倒しで交付できるよう議会で取り上
げ実現。その結果、保護者会が地域住民と協力し、野底小学校にマ
ーペー学童クラブを開設することができました。 
更に、学童クラブへの運営補助金の交付回数を年 2 回から 3 回へ
増やすよう本年 6 月議会で取り上げ、実現。運営の負担軽減につ
なげる事ができました。 

■放課後児童クラブ運営補助金の前倒し支給を実現！ 

医師や薬剤師に｢ジェネリック希望の意思を表示する 
カード｣と、ジェネリックに切り替えた場合の 

医療費の削減可能額を示した通知を国保 
加入者に送付する事業を実現。 

■ジェネリック薬の普及促進！ 

■乳幼児医療費の自動償還払いを実現！  

■出産育児一時金が42万円に！ 

■妊婦検診無料化が１４回まで拡大！ 

■宮良入口道路の冠水対策 

が前進！ 

宮良入り口道路で大雨の
たびに冠水が発生。Ｈ25
年６月議会にて「集中豪雨
における県管理道路の安
全対策を求める要請書」を
提出、改善が図られた。 

■有害鳥獣対策で猟友会へ支援拡大 

鳥獣被害対策実施隊設置を議会で提
案。猟銃税の減免、公務災害の適用な
ど、猟友会の負担を軽減。 

■児童館建設！ 

■さくら保育園前道路の舗装を実現！ 

一休食堂の北側道路が未整備で、雨天時の水はけも
悪く、利用者から改善を求める声に署名を募り市に
要請。2012 年に完成。 

 
■登野城漁港、浮き桟橋へ
のスロープが腐食し危険な
状況との指摘受け修繕へ。 

新川地区団地建て替えにともないうまれる余剰

地内に児童館の建設を盛り込みました。 

妊婦無料検診を 5回から 14回へ拡大！（2009年～） 

■石垣市老人福祉セ
ンターと隣接する高
齢者福祉施設の壁を
開きスロープの出入
口を設置。 

■伊原間保育所の駐車場舗装整備！ 

大雨のたびに雨水がたまり、足場も 
悪かった駐車場を保育園の保護者会 
と協力して市に改善を要請。2012 年に舗装。 

秀之 
タイラ 

さらに！ 

治療用眼鏡は 1 個数万円。家計の負担は重く、視力を改善でき
ると分かっていながら十分な治療が受けられないケースもあり
ました。保護者の皆様とともに署名活動を行い、浜四津公明党代
表代行（当時）と連携し、2006 年から保険適用を実現！ 

2006年30万円からスタートした出産育児一時金を４年間で
12 万円も引き上げ 42 万円に増額。＊受け取り方法も従来の
立替制度から、分娩費用と出産育児一時金との差額を医療機関
に支払うだけで良い方法（受取代理制度）に変え、大きな負担 

■小児弱視や斜視の子供たちが治療で使う眼鏡や

コンタクトレンズに保険適用が実現！ 

軽減に！ 

■地域から改善
の要望を受け、
年金事務所前
の道路、綺麗に
舗装！ 

■火葬場の階
段、段差が見え
にくく危ないとの
声を受け改善！ 

2017 年 9 月議会で新・県立八重山病院前の交差点
設置について要請決議を提案し全会 
一致で可決。安全な出入りを推進！ 

■新・ 

県立八重山病院前 

交差点設置要請！ 
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